
1. はじめに
「白雪姫」は、小さな頃からなじみがあり、

誰でも知っているおとぎ話です。ディズニー

映画にもなっているので、おそらくそのスト

ーリーを知らない人はいないといっても良い

くらいでしょう。また、白雪姫のお話が好き

か嫌いかと尋ねられるならば、多くの人が、

好きと答えるのではないでしょうか。

どんなところに魅力を感じるかは、人それ

ぞれでしょうが、このお話には確かに多くの

人を惹きつけ、心になにかを訴えかけるもの

があるのです。特に読者が女の子、女性の場

合、継母にいじめられること、魔法の鏡、美

しさをめぐっての競争と嫉妬、森の中での孤

立した生活、そして死と王子様の出現による

再生、華やかな婚礼など、が自分の境遇と重

ねあわされ、いやがうえにも空想の羽を伸ば

してしまうのでしょう。

物語の主人公にわが身を重ね合わせること

は、心理的には同一化と呼ばれますが、おと

ぎ話を経験する上でとても大切なことです。

この同一化を通して、おとぎ話が自分のもの

となり、おとぎ話が自分に作用を及ぼしもす

るのです。このようにして、おとぎ話を読み、

思い巡らし、ファンタジーの世界に遊ぶこと
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が、魂の癒しと形成に役立つようになるので

す。

全ての文学作品がそうであるように、白雪

姫にもさまざまな読み方、アプローチの仕方

があります。皆さんは、主人公の白雪姫を何

歳だと思われますか？　物語の初めに7歳に

なったとき、お妃より美しくなったとあるの

で、7歳以降のお話でしょうし、最後には王

子と結婚しているのですから、少なくとも思

春期を終えたあたり、10歳台の後半の年齢に

は達していると見るのが妥当でしょう。そし

て、継母に何度も命を脅かされるのですから、

この母親はどうみても否定的な母親です。ユ

ング心理学の物語解釈の特徴は、物語の登場

人物をある個人の心的ないくつかの要素と見

なすところにあります。つまり、白雪姫の場

合、継母を白雪姫の否定的な母親コンプレッ

クスと見て、解釈を試みるわけです。

もちろん、これはひとつのアプローチ法に

過ぎませんが、このような見方を通して白雪

姫を読むことによって、このおとぎ話の魅力

の一端を発掘し、さらに臨床的には、知らな

いうちに否定的母親コンプレックスの影響の

ために「自分自身の生命」を生きることが難

しくなっている人々へのヒントが得られるな

らば望外の幸いです。

2. 白雪姫
むかしむかし、冬のさなかに、ひとりのお

妃がまっ黒い黒檀の窓枠のついた窓の側に座

り、縫い物をしていました。ふと目を上げて

舞い降りる雪を眺めたとき、お妃は針で指を

刺し、血の滴が3滴、雪の上に落ちました。

お妃は、「雪のように白く、血のように赤く、

窓枠のように黒い子どもがほしいものだわ」

と思いました。まもなくその通りの白雪姫が

生まれると、すぐにお妃は亡くなってしまい

ました。

一年が過ぎると白雪姫の父親の王は、別の

妃を迎えました。新しい女王は気位が高く、

うぬぼれ屋で魔法の鏡を持っていました。

白雪姫が7歳になったとき、継母は魔法の

鏡によって、もはや自分が王国で一番美しい

女性ではないことを知りました。こう聞くと

新しいお妃は妬みで黄色くなったり青くなっ

たりして、狩人に子どもを殺すように命じま

す。しかし、かわいそうに思った狩人は、白

雪姫を森の奥に独りで行かせました。かたや

お妃は、白雪姫の肺と肝と言われたものを食

べてしまいました。

白雪姫は森をぬけて、7人の小人たちの家

を見つけました。山で金や鉱石を掘り出して

いた小人たちにいきさつを話し、白雪姫は一

種の家政婦として迎えられました。お城のお

妃は魔法の鏡から、白雪姫が、まだ生きてい

ることを知らされました。妬ましさと悔しさ

で落ち着かなくなったお妃は、白雪姫を必ず

や殺してやると心に決めました。お妃は3回

も子どもを殺そうと試みましたが、回を追う

ごとにより確実な方法を取りました。

物売りのおばあさんに変装した性悪のお妃

は、3回白雪姫を訪ね、飾り紐、櫛、毒リン

ゴを受け取らせました。小人たちが誰も家に

入れてはいけないと注意したにもかかわらず、

白雪姫は飾り紐と櫛を受け取り気を失ってし

ました。2回目までは、小人たちが帰ってき

てよみがえらせてくれました。しかし、毒リ

ンゴを食べたときはダメでした。白雪姫が生

き返らないので、小人たちは彼女をガラスの

棺に入れ、山の上に置き、嘆き悲しみました。

ふくろう、カラス、小バトが棺にやってきま

した。

長い時がたちました。ある日、別の王国か

ら来た王子が森に迷い込み、白雪姫の棺を見

ました。彼は白雪姫が好きになり、小人たち

から贈り物として受け取りました。家来たち

が棺を運ぼうとしたとき、木に足を引っ掛け、

つまずいたため、棺がぐらりと揺れました。

すると引っ掛かっていた毒リンゴのかけらが

喉から飛び出しました。白雪姫は目を醒まし、

王子が好きになりました。婚礼の披露が開か

れ、悪いお妃も招待されました。そこで、お

妃は焼けた靴を履かされ、死ぬまで踊り続け

ました。1）
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3. 凍りついた気持ち
白雪姫の物語は、次のように始まります。

「むかしむかし、冬のさなかのこと、たくさん

の雪のひらが、羽のように、空から舞い降り

ていました。」たいそう美しい情景ですが、ど

こか寒々しい感じがします。降りしきる雪が

音さえもかき消してしまい、生命の兆候がど

こにも見当たりません。この様子をお妃が

「まっ黒い黒檀の窓枠がついた窓」から眺めて

いました。黒い窓枠におさまった妃の姿は、

葬儀用の写真を思い起させますが、あたかも

後の妃の運命を予兆するかのようです。

お妃はいったいどんな気持ちで、雪を眺め

ていたのでしょうか？　むかし話の通例に習

って、妃の感情は表現されていませんが、状

況の描写から、生命の感じられない、冷たい、

ゆう鬱な、満たされない「感情の凍りついた

状態」となっていたのではないかと想像され

ます。

お妃は縫い物をしていて、雪を眺めたとき、

針で指を刺し、血の滴が3つ、雪の上に落ち

ました。「縫い物」は古くより女性の仕事、持

分とされてきました。衣服や装飾は、快適に

楽しく生活していくために欠かすことができ

ません。その必需品を心を込めて作る役割を

主に女性が担ってきたのです。しかしこの物

語では、女性的な役割がお妃の重荷となり、

彼女の感情を冷たく動きのないものにしたの

ではないでしょうか。今日的に言うならば、

家事の負担が女性の、母親の生き生きとした

感情生活を曇らせることがあるということで

す。

針で指を刺すことは、痛みと出血を伴いま

す。確かに痛みは好ましくないものですが、

無感動、無感覚になった精神にとって、ある

種の覚醒刺激になります。血が出ると私たち

はふつう驚いてしまいますが、それは血の色

の感じが、普段は皮膚や服に覆われている

生々しい生命そのものを感じさせるからでし

ょう。どんなに気持ちが凍りついていても、

内側では生命は赤々と息づいているのです。

血の滴が3つ、雪の上に落ちました。「3」

という数字は、力動的で変化の動きを予感さ

せます。この血を見たお妃は、「本当に美しく

見えたので」と肯定的に評価しています。お

妃の中に、生命が動き出さなければならない、

このまま凍りついていてはならないという願

いが呼び覚まされたのでしょう。その具体的

な表れとして、子どもすなわち新しい命の誕

生を望んだのです。一見唐突に見えるお妃の

願いも、このように読み解いてみると自然な

流れとして理解できるのではないでしょうか。

お妃の望んだ子どもの「雪のように白く、

血のように赤く、窓枠のように黒い」特徴は、

お妃の心的現実をそのまま反映しています。

恐らくお妃は血の滴をきっかけとして自分の

状況に目覚め、その凍りついたようなメラン

コリーを克服するため、子どもを通して自分

の人生の意味を見い出したいと望んだのでし

ょう。

お妃の願いはかなえられ、女の子が生まれ

ました。しかし、お妃はすぐに死んでしまい

ました。これは何を意味するのでしょうか？

一つには、お妃の問題はそのままのお妃では

解けないものであったということです。つま

り、死を伴うほどの大きな変化を必要とする

ほどの課題であったということです。そもそ

も「お妃」という立場は、その王国の女性に

とっての規範、モデルであります。お妃の在

り方が行き詰ったということは、モデル自体

の有効性が失われ、もはや「妃」としての存

在が用をなさなくなったということでしょう。

この意味でもお妃は死ぬ運命にあったのです。

課題は新たに生まれた白雪姫に引き継がれ

ます。それまでとは違う女性としての生き方、

在り方を模索し、新たなモデルを目指して白

雪姫の人生が始まります。

4. 影としての継母
白雪姫は生まれるとすぐに母親をなくしま

した。子ども、特に幼い子どもにとって母親

あるいは母親的存在は大変大き影響を及ぼし

ます。よく母親は子どもにとっての「鏡」と

言われますが、それは、母親の豊かな感情的
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応答が照り返しを与えることによって、子ど

もの「自我」の萌芽が形成されるからです。

幼児は、自分の状態に応じて母親が照り返す

細やかな感情的ニュアンスの中に「自分」を

認め、そこに自らが形作られていくのです。

ところが、母親がいなかったり、いても感情

的に凍りついていると、この照り返しがなく

なってしまいます。母親がそこにいても、幼

児は「母」を感じることができず、自分をも

感じとることができなくなってしまうのです。

ここから他者の評価によってしか自分を形作

ることのできない「偽の自己（false self）」が

育ってくるのです。2）この意味で白雪姫は

「鏡としての母親」を失ったのです。では、そ

の鏡はどこに行ったのでしょう？

1年後に来た継母は、魔法の鏡を持ってい

ました。子どもを照り返すはずの鏡を、継母

は自分の美しさを確認するために用いていた

のです。この鏡の使い方の中に、継母の魔女

的な本質が表されています。

新しいお妃は、自分より美しい者がいるな

んてとても我慢のできない人でした。「美しさ」

に同一化しているといっても良いでしょう。

しかもその美しさは、鏡の決める美しさ、つ

まり外面的な、外から見える美しさであって、

決して内面性あるいは精神性と結びついたも

のでありません。見えるもの、外面的な評価

に従ってしか自分の価値を測ることのできな

い態度は、まさに「偽の自己」そのものです。

つまり、新しいお妃は母親が亡くなったこ

とのためにはびころうとする「偽の自己」を

表すのです。このお妃が継母となったという

ことは、母の不在が白雪姫にとって「真の自

己」を脅かす否定的な母親として布置された

ことを意味するのでしょう。

そもそも、白雪姫は「白い雪のお姫様」と

いう名前からして、純粋な感情、穢れなくつ

ながりを求めていく本能、純真に愛する力を

表しています。まだ、利己心や隠れた意図に

毒されていません。しかし、産みの母親は、

白だけでなく、赤と黒が象徴することも白雪

姫に求めました。穢れなき愛する力が、赤い

生命と忍耐を要する黒い生活を統合して成長

し、白雪姫が大人の女性性を獲得することが

白雪姫にこめられたテーマです。その際、偽

の自己を表す「継母」が布置されてくること

は、おとぎ話の世界だけでなく、現実でもあ

りうることなのです。

「継母」を表す「継（まま）しい」のドイ

ツ語は、元来、「奪う、取り上げる」を意味し

ました。子どもがおもちゃで楽しく遊んでい

るときに、「もう寝る時間ですよ」とおもちゃ

を取り上げる、あの時の母親です。この時の

母親はいつものやさしいお母さんではなく、

「鬼婆」になっているのです。子どもは誰しも

母親のこうした二つの側面を経験的に知って

いますが、実際の継母が必ずしも子どもから

「奪う」ばかりではありませんし、実母が子ど

もを虐待する例も珍しくありません。しかし、

古くから迫害的なイメージが継母に投影され

てきたのでしょう。

否定的な母親コンプレックスは、「継しい母

親」体験と深い関連があります。客観的には

どうであれ、主観的に迫害する母親イメージ

が積み重なると、否定的な母親コンプレック

スが形成されていきます。おもちゃを取り上

げられる、食事を与えられない、身の回りの

世話をしてもらえない、理由もなく叱られる、

イライラをぶつけられる、口をきいてもらえ

ない、閉じ込められる、友人関係を詮索され

る、自由にやらせてもらえない、悪意のある

考えを吹き込まれる、愚痴を聞かされる、放

り出すと脅される、折檻される…。こうした

体験に付随する痛み、やるせなさ、辛さ、イ

ライラ感、恐怖、空腹、圧迫感、出口のなさ、

絶望がこみ上げてきて、建設的な自我の働き

の邪魔をするのが否定的な母親コンプレック

スの特徴です。白雪姫は、「偽の自己」を体現

する継母から、こうした辛い体験を強いられ

ますが、いったいどのように切り抜け、成長

していくのでしょうか。

継母は「嘘をつかない」魔法の鏡を持って

います。鏡は、自分では直接は見ることので

きない顔や後ろ姿を映し出してくれます。見
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えないものを見えるようにしてくれるこの性

質から、古くより鏡には不思議な力が宿ると

されてきました。また、鏡は自分の姿を映し

出してくれることから、自己省察、洞察に役

立つ熟慮の比喩ともなります。ところが、お

妃は鏡の力を他人を探り出すために乱用して

います。例えば、自分を振り返るべきところ

で、他者に目が行ってしまう人のことが思い

浮かびます。

白雪姫が7歳になったとき、自分より美し

くなったことを知ったお妃は、嫉妬で心が煮

えくり返り、ついには白雪姫を殺すよう狩人

に命じます。お妃は、美しさについて自分を

振り返ることがありません。より美しくなろ

うとか、内面的な美しさを求めるのではなく、

白雪姫を排除することで、「一番の座」を守ろ

うとします。「他者からの評価」を妄信するこ

とが、いかに破壊的影響をもたらすかが見て

取れます。

現実生活でも、母親が世間体をあまりに気

にしすぎ、子どもを世間体に合わせようとす

るならば、子どもの成長しつつある主体性を

損ない、ある意味で殺してしまうこともあり

えるのです。また、否定的母親コンプレック

スが心の中でこうささやくこともあるでしょ

う。「お前の美しさ（能力、独自性）は認めな

い。そんなものに価値はない。皆と違うじゃ

ないか。お前が世間と違って美しくなっても、

お母さんはイライラするばかりだよ。いっそ

のこと、どこかへいなくなっておくれ。」こう

して伸び行く美しさ（独自性）はねじ曲げら

れ、生きにくさがはびこっていくのです。

狩人は、すんでのところで白雪姫をかわい

そうに思い、森に逃がしてくれます。否定的

な母親元型には、しばしば残忍な男性像が伴

います。例えば、ロシアの魔女ババ・ヤガー

は「ひるまの騎士」「太陽の騎士」「夜の騎士」

を従えています。3）狩人は、否定的母親コン

プレックスの持つ凄まじい男性性の側面を示

しますが、同時にそこにいくらかの優しさが

含まれていることが分かります。

お妃は狩人が持ってきた肺と肝を白雪姫の

ものと信じて、料理をさせ、食べてしまいま

す。なんと凄まじいことでしょう。そして恐

ろしいことには、白雪姫の本性を保持してい

ると考えられる「肺と肝」を食べることで、

白雪姫の美しさを取り込み、さらに美しくな

ろうとする動機を読み取ることができます。

まさに娘の命を吸い取って生き生きとする母

親の姿が髣髴とさせられます。ほとんど「悪」

と化した継母からは、まだ小さな白雪姫は距

離を取ることが最善でしょう。しかし、少女

になりかけの白雪姫は、森深く独りぼっちで

どうなっていくことでしょう。

5. きれい好きで働き者の小人たち
白雪姫は森を一日中走りとおし、やがて小

人たちの家を見つけます。家に入ったとき、

白雪姫は空腹だったにも関わらず、一つの皿

から全ての料理を食べるのではなく、7つの

皿から少しずつ食べています。ここに、白雪

姫が自分の欲望だけでなく、他者の必要にも

気を配ることのできることが分かります。白

雪姫の関係のとり方が、自己中心的でないこ

とが表れています。

白雪姫が小人たちにこれまでのいきさつを

話すと、彼らは、料理、洗濯、裁縫、家事一

般を引き受け、家の中を「きちんと、きれい

に」することを条件に白雪姫を家に留まらせ

ます。小人たちは鉱石や金を掘り出すことか

ら、地下にある価値のあるものを探し出す創

造的な仕事に勤しんでいます。彼らが小さい

ことは、見たところ小さくて価値はないもの

の、実際は非常に働きのある心的機能を体現

していることを示しています。

小人たちと暮らし、家事に精を出すことは

白雪姫にとって肯定的のように見えます。森

の中の一軒家に引きこもった生活は、退行状

態とも言えます。実際、何らかの感情的葛藤

に直面し、引きこもったとき、ただ漫然と過

ごすのは賢明ではありません。むしろ、それ

でも何らかの仕事・作業に関わって創造的な

活動をした方が、むしろ深刻な葛藤状況の解

決に向かうことができる、ということを表し
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ているのでしょう。

家事といえば、白雪姫の産みの母親が縫い

物をしていたことが思い出されます。母親は

家事の繰り返しの中で、心が凍てつき、メラ

ンコリーに陥ったのかもしれないと述べまし

た。しかし、だからといって家事自体がいけ

ない訳ではなさそうです。

「ホレおばさん」や「うつしい娘ワシリー

サ」などの他のおとぎ話でも、森の魔女の家

を訪ねた娘は、必ずといってよいほど家事を

きちっとすることを言いつけられています。3）

その言いつけを守った娘には、魔女も相応の

お返しをします。ここに、女性を家事へと縛

りつける封建主義的な古い考えを読み取るこ

ともできないではありません。しかし、家事

を女性に限定するというより、人間ならば女

性であれ男性であれ、ある程度は分かち持つ

「女性的側面」が担うべき活動として、家事を

きちっとこなすことに価値が置かれているの

ではないでしょうか。そして、白雪姫と母親

では、何かが違っていたのです。母親が子ど

もを願ったことから、愛する対象を求めてい

たことが分かります。愛することと結びつく

とき、家事も人間を生かし成長させるものと

なるのではないでしょうか。

6. 継母の誘惑と白雪姫の死
継母は鏡によって白雪姫がまだ生きている

ことを知り、どうやって殺そうかと考えます。

物売りのおばあさんに変装し、飾り紐、櫛、

リンゴを売りつけて、白雪姫を亡きものにし

ようとします。

まず、飾り紐とは何でしょう？　きれいな

紐で娘の飾りになることから、一種の装飾品、

おしゃれの道具と考えられます。胸に巻く紐

のような装飾品と言えば、ギリシャ神話で女

性の魅力を高める「魔法の帯」が連想されま

す。これは本来、愛と美の女神ヴィーナスの

持ち物でしたが、ゼウスの妻となったヘラは、

ここぞという時にこの帯をヴィーナスから借

りて身につけ、ゼウスを夢中にさせた、と言

われています。4）現代ならば、さしずめ勝負

時に女性が身につける特別な下着といったと

ころでしょうか。

継母はこの「愛と美」の紐を締め上げて、

白雪姫を窒息させてしまったのですから、お

妃の求める美しさが、いかに結びつきを求め

る愛に反し、愛を殺してしまうものかがはっ

きりします。美の求めが否定的母親コンプレ

ックスに由来するとき、とりわけ娘の胸を締

め上げる作用をもたらします。「母親的なもの」

を連想させる豊満な肉体、性生活への嫌悪か

ら、極端なダイエットに走り、やがては拒食

症に陥ってしまう例を私たちは知っています。

美しいはずのスマートな肉体を求めることが、

女性としての成長を阻み、生命さえも脅かす

のです。

小人たちが紐を切って白雪姫を助けると、

継母は次に毒の櫛を使います。「櫛」は美しい

髪を整え、女性の頭の形を見栄えの良いもの

にします。髪の毛は、頭から勝手に伸びてく

るものなので、自由にわいてくる空想や思い

を表します。ですから、櫛は空想や勝手な思

いを整理し、見えやすい形に整える心的機能

を表します。毒の櫛とは、当人を害するよう

な思いつきや観念を育むことを意味し、白雪

姫に象徴される「愛する力」と関連するもの

として、ある種の「計算高さ」が連想されま

す。

櫛でも失敗すると、継母は最後に自分の命

をかけて、毒リンゴを作ります。「リンゴ」の

実は、愛の神ヴィーナスが手に持つように、

愛、とりわけ性愛（エロス）の象徴とされて

きました。また、エデンの園でエバとアダム

がリンゴの実を食べたことから、罪を犯した

のと同時に、意識的覚醒を経験しています。

ですから、ここでのリンゴは性愛の経験とと

もにある種の目覚めのプロセスを表している

のです。白い面と赤い面を持つリンゴは、冷

たい雪の、精神的な白い愛だけでなく、血の

通った肉感的な赤い愛（エロス）がひとつに

なって、愛の全体性を形成しているのです。

継母がリンゴの赤い面に毒を入れたことで、

エロスに混ぜものがされました。キューピッ
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トとして知られているエロスは子どもの姿で

イメージされるように、大人の姿をした他の

神につき従います。そのように、エロスは、

権力原理であれ、快楽主義であれ、自分とま

ったく異質の原理に長い間付き従うことがで

きるのです。このため、エロスを他の原理の

ために勝手に利用しても構わないと思い違い

することが、毒されたエロスです。例えば、

ある母親が「結婚するなら、何といっても経

済力のある人がいいわね」と言い続けたとし

ます。結婚生活にはある程度の経済的裏づけ

が必要ですから、この考えがまるでおかしい

とは言えません。しかし、そこに「愛情には

お金が必要だ」あるいは「愛はお金で売れる

（買える）」というニュアンスが入り込んでく

るならば、これは毒として作用するでしょう。

このニュアンスを信じて「飲み込む」ならば、

その娘は愛に関して「死んで」しまうのです。

そこから不感症が生じ、結婚生活がうまくい

かなくなっても不思議ではありません。毒が

身体に入り込んでしまうと、もはや取り出す

ことができず、小人たちがどんなに手当てし

てみても、白雪姫は生き返りませんでした。

それにしても、小人たちがあれほど知らな

い人を家に入れてはならないと注意し、何度

もひどい目にあっているのに、どうして白雪

姫は戸や窓を開けてしまったのでしょう？

私はここに、白雪姫が少女から思春期の女性

へと変容していく鍵があるように思います。

確かに、きれいな小人の小屋に閉じこもって

いれば安全だったでしょう。しかし、何の変

化も成長もありません。白雪姫が自らの生命

を生きるためには、広い外の世界、とりわけ

愛を表現していく飾り物とリンゴを得るとい

う、自分の欲望を追い求めることが必要だっ

たのです。自らの欲望に耳を傾けると毒を得

てしまう危険がありますが、この一歩なしに

は、狭くて成長すべくもない小屋から出るこ

とはできないのです。

白雪姫は死んだようになりましたが、変化

しないため、小人たちはガラスの棺に入れて、

山の高いところに置きました。毒リンゴのた

めに白雪姫は動かなくなり、活動をやめまし

た。しかし、白雪姫はそこにい続けたのです。

ガラスは見ることができるのに触ることの

できない状態を良く表します。例えば、否定

的な母親コンプレックスのために、愛するこ

とが分からないと思うかもしれません。「もう

誰かを愛することなんてない、その方が傷つ

かなくていい。」このように思い込み、感情も

冷えてしまった方にお会いするとき、なんと

言ったらよいのか分からない気がします。で

も、白雪姫がそうであるように「愛する力」

は動きを止めることはあっても、なくなって

しまうことはありません。愛らしい姿を見る

こと、思い描くことはできるはずです。それ

にしてもガラスに入り、感情に響かなくなっ

た愛を呼び覚ますには、どうしたらよいので

しょうか。

7. 王子への贈り物
長い時の後、王子が森に迷い込み、美しい

白雪姫を見て、譲り受けたいと願います。し

かし小人たちに売る気はありません。王子が

白雪姫を思う強い気持ちから、小人たちは白

雪姫を王子に贈ることにします。

王子の「白雪姫を見ていなかったら、ぼく

は生きてはいけないのだもの」は、恋するも

のなら誰でも感じることです。最初、王子は

白雪姫を買おうとしますが、小人たちは決し

て売ろうとしません。このやり取りに白雪姫

の表すものがよく表れています。「愛する力」

はお金で買うことができないのです。それを

手に入れようとするなら、贈り物としてもら

うしかないのです。では、いったいどこから

もらえるのでしょう。

私たちは誰でも心の内に森を持っています。

人気のない、しんと音のするあの場所です。

独りになり、あれやこれやの思いわずらいか

ら離れるならば、魂はしぜんと森の中に入っ

ていきます。そこで、白雪姫を発見すること

があるのです。自分を自分の魂に向かって開

くとき、私たちは思いもよらないものを発見

します。実際のところ、多くの夢がこの糸口
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を提供しているのです。

贈り物としてもらったものは、ふさわしく

扱う必要があります。王子は家来たちに白雪

姫を自分の国へと運ばせます。贈り物を自分

の領域に迎える作業が必要です。このような

主体的作業をしないばかりに、せっかくの贈

り物がするりとどこかにいってしまうことが

何と多いことでしょうか。

白雪姫を運ぼうとしたところ、家来が木に

足をひっかけ、棺がぐらりと揺れました。す

ると、白雪姫の喉に引っ掛かっていた毒リン

ゴがぽーんと飛び出し、白雪姫はまた生き返

りました。主体的な作業が偶発的な出来事を

引き起こし、死んでいたものを生き返らせた

のです。自分のものとして活用する過程で、

予想できないこと、何らかの活性化、生命化

のプロセスが起こってくるのでしょう。私た

ちはこの「奇跡」を信じてよいのです。

私たちの内にある「愛する力」も、いつ目

覚めるのかは分かりません。むしろきっかけ

は外、つまり私たちの態度にあるのかもしれ

ません。その時は、この物語によれば、王子

が森に迷い込んだ時、つまり、私たちが「自

分の森」に入っていける時かもしれないので

す。

8. 婚礼と継母の消滅
婚礼には継母も呼ばれました。しかし、う

ろたえた継母が婚礼の場に行くと、まっかに

焼けた靴をはかされ、踊りに踊って死んでし

まいました。

婚礼は、白雪姫が王子と結婚し、新しいお

妃となる儀式です。ほとんど死んでいた白雪

姫がよみがえり、新しいお妃、つまり人々か

ら女性の規範・モデルと見られる立場につこ

うというのです。このことは、愛する力がい

まや意識の新しい原理として心的な場をリー

ドすることを意味します。こうして産みの母

親の凍てついた感情が、愛すること──関係

を作り、結びつくこと──を保ちながらお妃

になる白雪姫によって統合されたのです。

白雪姫の物語が示すように、このプロセス

には、影としての継母が何度も白雪姫を死の

間際まで追い詰めました。ある意味、影を出

し切ることが必要だったのかもしれません。

継母は全く意図しないことですが、結果とし

て白雪姫の成長に寄与するわけで、このこと

は私の他の論文でも指摘してあります。5）そ

して、この役目の終わった影は自らの嫉妬の

炎に勝るとも劣らないほどまっかに焼けた靴

をはいて、死ぬまで踊ります。否定的な母親

コンプレックスが示す強烈な感情の嵐は、炎

となって自らを焼き尽くしてしまうのです。

この物語で、白雪姫は終始受身に見えます。

取り立てて何かをしたわけでもないのに、す

るすると時が来てお妃になってしまった印象

を持つかもしれません。今日の女性にしても、

これほどの受動性に共感することは難しく、

むしろイライラさせられるかもしれません。

それにもかかわらず、この物語が今日でも

魅力を持ち続けるのは、殺されそうになり消

えそうになっても決してなくなることのない

「愛する力」への信頼が白雪姫の姿と重なって、

暗さの中により一層輝くからではないでしょ

うか。日常生活のマンネリ、あるいは心の傷

によって冷え切ってしまった私たちの心にも、

愛の輝きがともることがあるのです。白雪姫

が輝くように。
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